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（午前９時５９分 開会） 

○松本暁彦委員長 ただいまから、駅前等

再開発特別委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 嶋野市長。 

○嶋野市長 おはようございます。 

 委員の皆様方におかれましては、何かと

お忙しい中、駅前等再開発特別委員会をお

持ちいただきましてありがとうございま

す。 

 昨日まで、各常任委員会でもいろいろと

議論いただきまして、重ねて御礼申し上げ

ます。ありがとうございました。 

 本日の案件でございますけれども、令和

７年度摂津市一般会計予算所管分の審査

ほか１件についてでございます。 

 何とぞ、慎重審査の上、御可決を賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 私は、この場を一旦退席いたしますけれ

ども、待機しておりますのでどうぞよろし

くお願いいたします。 

○松本暁彦委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、西谷委員

を指名します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○松本暁彦委員長 それでは、再開いたし

ます。 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。 

 補足説明を求めます。 

 永田部長。 

○永田建設部長 議案第１号、令和７年度

摂津市一般会計予算のうち、建設部が所管

しております事項につきまして、目を追っ

て主なものについて補足説明させていた

だきます。 

 まず、歳入でございます。 

 予算書４０ページ、款１５国庫支出金、

項２国庫補助金、目４土木費国庫補助金の

うち、千里丘駅西地区再開発事業に係る社

会資本整備総合交付金でございます。 

 ５０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、連続立体交

差事業委託金でございます。 

 ５２ページ、款１７財産収入、項２財産

売払収入、目１不動産売払収入のうち、千

里丘駅西地区再開発事業に係る土地売払

収入でございます。 

 ６０ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、千里丘駅西地区再開発事

業に係る府営住宅使用料及び電線共同溝

建設負担金でございます。 

 次に、歳出でございます。 

 １６６ページ、款７土木費、項４都市計

画費、目２街路事業費のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る連続立体交差事

業調査委託料などでございます。 

 １６８ページ、付替道路等工事、物件移

転等補償費などでございます。 

 １７０ページにかけて、目５再開発事業

費は、千里丘駅西地区再開発事業に係る電

線共同溝整備委託料、再開発関連工事や特

定建築者補助金などでございます。 

 以上、建設部の所管いたします予算内容

の補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、令和６年度摂

津市一般会計補正予算（第１０号）のうち、

建設部が所管しております事項につきま

して、目を追って主なものについて補足説

明させていただきます。 

 まず、歳入でございます。 

 補正予算書の１８ページ、款１５国庫支

出金、項２国庫補助金、目４土木費国庫補

助金のうち、千里丘駅西地区再開発事業に
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係る社会資本整備総合交付金を国からの

内示に合わせ補正するものでございます。 

 ２０ページ、款１６府支出金、項３委託

金、目２土木費委託金のうち、阪急京都線

連続立体交差事業に係る連続立体交差事

業委託金を国からの内示に合わせ補正す

るものでございます。 

 ２２ページ、款２０諸収入、項４雑入、

目２雑入のうち、千里丘駅西地区再開発事

業に係る電線共同溝建設負担金が次年度

以降の歳入となることから補正するもの

でございます。 

 次に、歳出でございます。 

 ５２ページ、款７土木費、項４都市計画

費、目２街路事業費は、阪急京都線連続立

体交差事業に係る付替道路工事などの年

度末見込額を補正するものでございます。 

 目５再開発事業費は、千里丘駅西地区再

開発事業に係る特定建築者補助金などの

年度末見込額を補正するものでございま

す。 

 以上、建設部の所管いたします補正予算

の補足説明とさせていただきます。 

○松本暁彦委員長 説明が終わり、それで

は質疑に入ります。 

 野口委員。 

○野口博委員 おはようございます。 

 最初に、阪急京都線連続立体交差事業に

ついてお尋ねいたします。 

 ようやく阪急摂津市駅前のロータリー

など、見える形で工事が始まってきました。

計画区域内の用地買収も約９割近くなっ

てきているという話もありまして、これか

ら一層いろんな形で御苦労もありますけ

ども、取組が進められていくだろうと思っ

ています。 

 そこで、幾つかお尋ねします。 

 一つ目は、職員体制の問題です。 

 これから、次の工事に向かっていきます

ので、職員数についても、いろんな変化が

あるかも分かりませんけども、現在の職員

体制、正規職員が何人だとか、会計年度任

用職員が何人だとか、今後の要素も含めて、

まず、お聞きをしたいと思います。 

 それと、二つ目は、用地買収の取組状況

であります。 

 ３月末見込みで約９割と言われており

ますが、阪急鉄軌道を境に東西に分けた場

合、それぞれどのくらいのパーセントにな

っているのか、まずお尋ねします。 

 三つ目には、工事と、今のこの大変な物

価高騰の関係で、いわゆる市の負担も含め

て、工事費が今後どう動いていくのか。特

に、御承知のとおり、今年度は、財政健全

化プランになるものも言及されて、財政状

況との関係も、いろいろありながら動いて

おります。その関係で、今後の工事などの

予想について、お尋ねします。 

 四つ目は、取組の状況です。 

 まず、令和６年度末見込みでの工事の進

捗状況と新年度予算における取組の中身

について、説明いただきたいと思います。 

 関連して、仮線工事などが、数年後には

始まっていくだろうと思ってますけども、

その辺の仮駅舎の設置も含めて、どういう

関係機関と協議をしながら進めていくの

か、その他の問題についてお聞きします。 

 近くの千里丘東２丁目、千里丘東１丁目

地域で、この辺の地域の良媒も含めて取組

状況についてもお尋ねいたします。 

 千里丘駅西地区再開発事業に入ります。 

 この３月末で、第２街区の５階建ての建

物が、スケルトンで躯体が完成いたします。 

 いろいろ目に見えてきますので、市民の

方々からもいろんな意見をいただきます。 

 いろんな期待の声もあり、市の動きにつ
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いて、いろんな角度から御意見をいただい

ておりますが、まず、工事費の問題につい

てお尋ねいたします。 

 当初、市の負担が３２億円だとか、全工

事が１７２億円だとか、そういう中身で出

発をいたしました。 

 昨年の変更で、工事費が総事業費２９４

億円、市の負担は５３億円ということで、

現状に至っています。 

 当初から見れば、市の負担が１．６６倍、

総事業費では１．７倍に増えております。

先の阪急京都線連続立体交差事業の関係

でもお尋ねしましたけども、中学校給食セ

ンターなど、鶴野地域再編に絡む話の中で、

中学校給食センターが、現状では３１億円

で見込んでいたものが、１．５倍の４７億

円で、延期したとしても５６億円になると

いうことで、いわゆる工事そのものが大変

な値上げ予想の中で、いろんな物事が動い

てきております。そういう点も踏まえて、

千里丘駅西口もこの工事費がどう動いて

いくのか、受け止め方についてお尋ねいた

します。 

 関連して、昨年の資料で、この５３億円

に負担を増やしたときに、直前が４０億円

であります。市の負担を、１３億円増やし

ました。 

 その説明の中に、工事費の関係で、特定

事業者に対する負担増で１０億円だとか、

いろんな項目の説明があったと思うんで

すけども、その中身も併せてお尋ねいたし

ます。 

 第２街区の問題です。 

 夏ぐらいに、関西みらい銀行が入ってく

るということで、説明がありますけども、

最上階について、民間の社会福祉法人との

協議をなさっているということでありま

すので、その辺の状況についても、教えて

いただきたい。 

 それと、これからの財政状況を見たとき

に、物を建てるという部署であっても、あ

る意味では、この財政的な視点も当然頭に

入っているだろうと思いますので、その関

係で答弁できればしていただきたいと思

います。夏ぐらいに、この関西みらい銀行

が入ってきます。一般的に、マンションな

どを建てる場合に、新築の場合は１３年間

の住宅ローン減税だとか、固定資産税が５

年間２分の１に減額されます。いわゆる業

務をしようとして、店舗に入った場合、摂

津市に入ってくる財政的なプラス部分、関

西みらい銀行についてはどう見ているの

か、分かれば、お答えいただきたいと思い

ます。 

 あわせて、財政的な関係でありますけど

も、この間、南千里丘地域で、大型のマン

ション、合計１，０５６戸が、建設されて、

パークタワーについては、２０１４年１月

に完成し、パークシティは２０１１年１月

に完成しています。 

 担当にお聞きしますと、この固定資産税

に係る５年間の減額期間が過ぎています

ので、現在は満額が入ってきているという

こともあります。その辺のことを受け止め

ていただきながら、これから千里丘駅西口

の第１街区に３３５戸のマンションが建

設されますけども、完成後、住宅ローン控

除や固定資産税の減額が終了した場合の

収入といいますか、その点について答弁い

ただければ、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

 今後の工事についてです。 

 昨年、令和９年３月末の予定から６月末

まで変更されました。当初の３月末の工程

表がありますけども、いわゆる躯体工事だ

とか、内外壁工事だとか、外壁工事など、
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予定表がありますけども、その問題につい

てどう動いていくのか、あわせて、令和７

年度の予算書の具体的な工事の中身、これ

についても教えていただきたい。 

 それと、総務建設常任委員会でも議論に

なりましたけども、土地開発基金の中で１

４億数千万円、千里丘駅西口の開発に借り

ています。これが、完成後返ってくるとい

う話になりますので、例えば、令和９年６

月末に完成し、そのときにいわゆる３３５

戸のマンションの入居費用だとか、店舗の

入店する方々の全部入るとか含めてあり

ますけども、どういう時期に、これが返還

されるのか。令和６年６月末の完成時の入

居状況とか、店舗、テナントの入居状況と

か、それをどう見ているのかということも、

併せて教えていただきたいと思っていま

す。 

 それと、もう一つは、先日、報告があり

ました、第１次の販売価格についてです。 

 ３５階、１２６．５７平米で、３億円で

あります。 

 昔、フォルテの販売のときには、大阪府

の関係機関が販売に入っていましたので、

そういう限度額の規制があったと思うん

です。最高で５，０００万円ぐらいだった

と思うんですけども、今回は、時代も違い

ますので、関係法の変更もありますので、

自由に価格は設定できることになってい

るだろうと思います。例えば、権利変換で

権利床として、今回８人の方が１１件の部

屋を一応確保しておりますが、いわゆる権

利床価格で権利変換によって、マンション

を獲得したときの金額と、それをどう見た

らいいのかということで、例えば同じ平米

数で１６階、７５．２３平米で９，０６０

万円、単純に割りますと、１平米約１２０

万円あります。同じ７５．２３平米で、１

４階にありますけども、答弁できる範囲で

結構ですけども、その中身についてどう見

たらいいのか、教えていただきたいと思っ

ています。 

 前回もお話ししましたが、いわゆる北側

の府道沿いの歩道について、工事がどんど

ん進んでおりますけども、その歩道の問題、

安全で通行していただくということにつ

いての改善方法の取組状況を教えていた

だきたい。 

 それと、公共施設の確保の問題でありま

す。 

 以前、南千里丘の開発の関係で、京都市

の民間会社が購入されて、市はコミプラと

か、保健センターの寄贈を受けました。い

ろんな各地の開発を見てますと、吹田市の

ミリカ・ヒルズもそうです。開発業者から

自治体に対して、小学校だとか、いろんな

形でバックすることがありますけども、そ

ういうことも含めて、いろんな各地の例も

参考にしていただきながら、何とか駅前に

できるわけですから、公共施設を確保して

ほしいということを述べてきましたけれ

ども、その点の動きについて、変化があれ

ば教えていただきたい。 

 最後に、一番の問題は、周辺商店との関

係であります。これから、特定事業者やコ

ンサルも含めて、どういう店舗展開をして

いくのか。いろんな動きもあるだろうと思

いますけども、そのまちづくりの観点では

議論されているこのエリアマネジメント

ということで進めていくだろうと思いま

す。いわゆる商売をする皆さんは、せっか

く千里丘駅西口もできて、東口もリニュー

アルして、千里丘駅前東西の大きな動きの

中で、全て周辺商店もきちんと連携して、

営業が発展できるような状況をつくって

ほしいと思っておりますので、そういうこ
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とも含めて、こういう周辺商店との関係協

議なるものがどうなろうとしてるのか、併

せてお聞かせいただきたい。 

 １回目以上です。 

○松本暁彦委員長 それでは、答えられる

範囲で結構ですので、答弁をお願いいたし

ます。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 それでは、 

私から幾つか答弁させていただきます。 

 まず、事業を推進しております当課の職

員体制についての質問でございます。当課

には、環境側道用地や鉄道工事に必要とな

る用地など、事業に必要な用地の取得を主

に行う用地係と環境側道や付替道路など、

道路に関する調査設計や、鉄道工事の着手

に向けた準備工事、阪急電鉄や地下埋設物

事業者など、各関係機関との協議調整を主

に行う事業調整係との２係がございます。 

 現在、用地係につきましては、係長を含

めた正規職員６名のほか、鉄道事業におけ

る用地取得をはじめとする経験豊富な会

計年度任用職員６名を加えた計１２名が

在籍しております。 

 一方、事業調整係につきましては、係長

を含めた正規職員４名のほか、１名の会計

年度任用職員を加えた計５名が在籍して

おります。 

 この両係に加えまして、課長、課長代理、

そして大阪府より出向いただいておりま

す参事の３名を加えました、合計２０名の

職員体制で、現在は事業を推進しておると

ころでございます。 

 委員から質問のありました令和７年度

の職員の体制につきまして、正規職員につ

きましては、人事異動の対象等ありますこ

とから、会計年度任用職員についてのみ答

弁させていただこうと思います。これまで

に約９割まで用地を取得できており、今後

は、付替道路等の準備工事が最盛期となる

一方、工事規模や本数に対して、現状の技

術系の職員が２名と足りていないことか

ら、令和７年度より新たに設計積算及び工

事監督の支援を行える経験豊富な人材を

確保できるよう、会計年度任用職員の職を

新たに設けまして、追加で１名採用する予

定としております。 

 続きまして、現在、用地取得が９割済ん

でおりますが、用地取得の状況という質問

でございます。本市で進めております用地

取得につきましては、委員からもありまし

たが、権利者の皆様の多大なる御理解と御

協力によりまして、令和６年度当初、面積

ベースでおよそ６割であった用地も３月

現在、およそ９割まで取得することができ

ております。 

 西側で約７割、東側で約９５％の面積が、

現在取得できている状況となっておりま

す。 

 続きまして、令和６年度末の見込みを踏

まえた令和７年度の取組内容ですけれど

も、これまで本市では、平成３０年３月に

各関係者間で締結しましたそれぞれの役

割と費用負担について定めた覚書に基づ

き事業を推進し、主に用地取得と道路に関

する調査、測量及び設計を進めてまいりま

した。令和６年１１月に鉄道工事の着手に

向け、各関係者間におきまして、従来の覚

書に施工に関する内容などを追加した基

本協定を新たに締結しており、現在はこれ

に基づいて事業を推進しておるところで

ございます。 

 本市で進めております用地取得と鉄道

工事着手に向けた準備工事のうち、まず、

用地取得につきましては、先ほども答弁さ

せていただきましたように、面積ベースで



- 7 - 

 

およそ９割まで進んでおるところでござ

います。 

 一方で、令和６年度より、駅前広場の整

備工事や、庄屋１号線の付替道路工事など、

進めておりますが、こちらは、間もなく終

わる予定としております。 

 令和７年度の見込みとしましては、残る

用地１割の取得を進めるとともに、これま

で進めておりました付替道路に加えまし

て、さらに２路線の付替道路の整備を進め

ることとしております。 

 また、令和６年度に庄屋公園の支障移転

工事を既に発注し、現在、鋭意進めており

ますので、７月末頃に完成予定としており

ますが、この後引き続き、公園の管理棟の

移設工事に入る予定としております。 

 令和７年度の取組内容につきましては、

以上でございます。 

 続きまして、千里丘東地域と香露園地域

の動きという質問です。本市で進めており

ます用地取得業務につきましては、基本的

に鉄道工事着手に必要とされております

鉄道東側の起終点の用地と、駅舎周辺の用

地の取得を優先的に進めております。 

 質問のありました千里丘東地域及び香

露園地域のうち、千里丘東地域につきまし

ては、鉄道西側の用地となりますけれども、

既に交渉は進めさせていただいており、一

定取得は進んでおりますので、引き続き、

用地交渉を進めていく予定としてござい

ます。 

 一方、香露園地域につきましては、鉄道

東側ということで、仮線用地となりますこ

とから、優先的に現在交渉を進めており、

おおむね取得は終わっているところでご

ざいます。 

 鉄道工事に必要な仮線工事につきまし

ては、基本的に起終点及び駅周辺から進め

る予定と、現在のところ伺っておりますの

で、直近で大きな動きというものはないか

と考えておりますけれども、今後、大阪府

文化財保護課との協議によりましては、取

得させていただいた用地の中で、文化財の

調査等を行う可能性は、あるかと考えてお

ります。 

 私からは、以上でございます。 

○松本暁彦委員長 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 私から

は２点、答弁申し上げます。 

 一つ目ですけれども、物価高騰及び人件

費の増加による今後の事業費の予測につ

いて答弁申し上げます。 

 本事業が、平成３０年に取得した事業認

可におけます全体事業費につきましては

４３７億円となっており、このうち阪急電

鉄が６％の２６億円を、残りの９４％を１

００としたうち、国が５５％の２２６億円、

府が３０％の１２０億円、本市が１５％の

６５億円を負担するものとなっておりま

す。 

 委員が御指摘のとおり、近年の物価高騰

により資機材や労務単価も上昇している

ことは認識しておりますが、事業認可取得

当初の認可事業費の変更につきましては、

現段階で事業主体であります大阪府から

伺っておりません。 

 今後は、現在、阪急電鉄で進められてお

ります鉄道本体工事の詳細設計が完了し、

工事費が明らかになった段階で、事業主体

であります大阪府、阪急電鉄、本市の各関

係者間で協議を行い、事業費の妥当性につ

いて、協議していくことになると考えてお

ります。 

 近年の物価高騰や労務単価の上昇など、

社会情勢を踏まえますと、今後、事業費が

上がる可能性は否定できませんが、新技術、
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新工法や安価の工法も出てきております

ことから、できる限りコスト縮減に努めて

いただきますよう、求めてまいりたいと考

えております。 

 続きまして、鉄道事業者におきます仮線

及び仮駅舎の施工時期等について、答弁申

し上げます。 

 現在、本市では、鉄道工事着手に必要な

用地は、鉄道東側の起終点及び駅舎周辺の

用地と阪急電鉄から伺っておりますこと

から、この区間の用地取得を優先的に進め

ているところでございます。 

 既に、仮線路を布設する鉄道東側の用地

については、およそ９５％まで確保できて

おり、残る用地についても、鋭意交渉を進

めているところでございます。 

 また、鉄道工事着手前の準備工事では、

駅舎の移設に先立ち、駅前の機能を東側に

移設するための仮設駅前広場の整備工事

や、庄屋１号線の付替道路の整備工事も間

もなく完成する予定でございます。 

 委員が御質問の仮線及び仮駅舎の施工

時期につきましては、現段階で、具体的な

着手時期を、事業主体であります大阪府や、

鉄道工事を行う阪急電鉄から伺ってはい

ないという状況です。 

 鉄道工事に着手するためには、ある程度

連続的にまとまった用地が必要であると

伺っておりますが、本市で進めております

用地取得や準備工事も一定進んでおり、本

市としては、既に工事着手が可能な段階で

あると考えております。これらの状況を踏

まえ、事業主体である大阪府や鉄道工事を

行う阪急電鉄に対し、できる限り早期にし

かるべきタイミングで鉄道工事に着手し

ていただけるよう、現在強く求めていると

ころでございます。 

 令和６年度も間もなく終わりますこと

から、本市の用地の取得状況と準備工事の

進捗状況に加え、阪急電鉄の設計状況など、

令和６年度の各関係者の取組状況と課題

を共有する会議体も開かれる予定ですの

で、この中でも、今後の鉄道工事着手の時

期を見極めていくよう求めてまいります。 

 以上となります。 

○松本暁彦委員長 続いて、藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 まず１点目の工事費の関係でございま

す。 

 工事費の件につきましては、昨年９月の

事業計画の変更で事業費の変更をしてい

るところでございます。 

 今おっしゃっているように、全体事業費

２５９億円から２９４億円に３５億円の

増加を行っており、市負担額につきまして

は、４０億円から５３億円、１３億円増額

になってございます。 

 市の１３億円の内訳ですけれども、今お

っしゃっているように、特定建築者の補助

金が１０億円、残りが権利床の整備費等が

高騰しておりまして３億円、合わせて１３

億円になってございます。 

 全体事業費のうち、やっぱり建築工事費

が大きく占めてまして、１７０億円から２

０５億円に、３５億円増額しており、原因

は、おっしゃるように、物価の高騰による

工事費の増加ということでございます。 

 なお、今後の事業費の増とか、見通しな

んですけれども、２年以上の工期の長い工

事でもございますから、予想は難しいとこ

ろではございますが、今の段階では、昨年、

変更した事業費で進めることができるも

のと考えてございます。 

 ２点目の第２街区の誘致の関係でござ
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います。 

 委員の御質問の中で、３月末の完成とい

うところでしたが、今計画しているのは４

月末の完成を予定してございます。 

 第２街区につきましては、１階、３階と

４階が、保留床として、特定建築者で所有

されています。５階はおっしゃっていた、

本市の保育園の関係で、所有してございま

す。 

 保留床につきまして、現在、特定建築者

により、テナントの調整をされているとこ

ろでございます。 

 業種については、今のところまだ未定で

ございますけれども、特定建築者としては、

１階に物販、飲食、調剤薬局と、３階、４

階にクリニックを予定されているとお聞

きしております。５階につきましては保育

所用地の計画をしているところでござい

ます。 

 ３点目の税の関係で、関西みらい銀行の

話と、マンションの話があったんですけれ

ども、基本的に、具体的な金額というのは

把握しておりませんが、関西みらい銀行で

すとか、その他店舗などの商業施設、また、

タワーマンションが建ちますので、そうい

った建物が更新されることによる固定資

産税の税収増や、３３５戸の住戸に住民が

入りますので、それらの住民税の税収増は

考えられるものと思います。 

 ４点目、今後の工事につきまして、もと

もと令和９年３月末で、スケジュールして

いたんですけれども、現在は、令和９年６

月末の完成に変更しております。 

 それに伴いまして、各工事のスケジュー

ルは見直しておりますけれども、現在は、

令和９年６月の完了に向けて、予定どおり

に進めているところでございます。 

 そのうち、我々行政としまして、令和７

年、主な工事につきましては、公共施設工

事っていうところで、取り組んでまいる予

定でございます。 

 具体的には、駅舎と再開発のビルをつな

ぐ自由通路、デッキ部分の下部工の工事に

取り組む予定でございます。 

 あと５点目、土地開発基金への編入でご

ざいます。こちらは、基本的には総務建設

常任委員会でもあったんですけれども、敷

地の譲渡金になってございます。ですから、

令和９年６月の事業完成後に、特定建築者

より、敷地譲渡金の歳入を受けるという形

になってございまして、その後、財政部局

と調整はするんですけれども、基金への繰

入れ等になるのかと考えてございます。 

 入居なんですけれども、令和９年６月に

完成しまして、特に商業施設等は、そこか

ら内装工事とかに入っていきますので、そ

れから数か月後に順次オープンとなって

いくものと考えております。 

 ６点目の価格の関係でございます。 

 権利床と、あと保留床、今販売されてい

る価格の相違というところでございます。

権利床につきましては、権利者が取得され

るものでございまして、特定権利者が今回

販売するような床ではないため、一概に、

その権利床と保留床の両者を比較するこ

とはできません。しかしながら、権利床は

基本的には原価で権利変換している一方、

今回のような保留床というのは、販売に対

する民間の経費とか、販売の利益などを含

めて設定されるため、権利床価格は、販売

価格よりは安価になっているものと考え

られます。 

 また、フォルテの話もありましたけれど

も、今回は、特定建築者制度を活用して、

事業を進めてございます。 

 基本的に、保留床につきましては、特定
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権利者が取得されていますので、その販売

につきましても、民間の裁量で行われてい

るということでございます。 

 ７点目の歩道の改善の件でございます。 

 こちらも、前回の決算審査でもの委員か

ら御指摘をいただきました。将来的には、

現在進めている公共施設工事において、き

れいに整備する予定にしてございます。 

 それまでにも、今回の２街区前が４月末

に完成しますので、それに併せて、２街区

前の周辺の歩道部分は、整備できる予定で

ございます。 

 ８点目が、民間の動きというところです。

引き続きになって申し訳ないでんすけど、

テナントにつきましては、特定建築者で誘

致をされます。市で、公共的な用途として、

床を所有するところでは、今のところあり

ません。 

 公共的な利用につきましては、今後、入

ってこられるテナントと協議したり、エリ

アマネジメントというところで、特定建築

者からも提案を受け、検討しているところ

でございますので、それらの活動と調整し

ながら進めてまいりたいと考えてござい

ます。 

 最後、周辺の商店街とかを含めて、調整

や商業の関係でございます。 

 今回、我々の事業の目的として、周辺に

広がるにぎわいの創出拠点ですとか、あと

快適なまちを持続的に育む「まち育て拠点」

というところで位置づけてございまして、

やはり、事業完成後においても、こういっ

たにぎわいを継続させることが、非常に重

要と考えてございます。 

 現在、先ほどありましたけれども、特定

建築者の提案を受けて、にぎわいを創出す

るイベントですとか、情報発信などを行う

エリアマネジメントの検討を進めている

ところでございます。 

 これらのエリアマネジメントには、組織

づくりですとか、活動場所、活動資金とい

った様々な課題がございます。 

 一部、活動の拠点として、昨年、特定建

築者より保留床の一部を無償譲渡いただ

いているところでございます。 

 今後も、これら周辺や他の団体との連携

も必要でございますので、今後しっかり検

討してまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 答弁が終わりました。 

 野口委員。 

○野口博委員 順番に、２回目の質問入っ

ていきます。 

 まず阪急京都線連続立体交差事業であ

ります。 

 職員体制は、現在は、正規職員１４名、

会計年度任用職員が６名、新しい令和７年

度で、プラス会計年度任用職員が１名と答

弁がありました。一応受け止めておきます。 

 この工事費の見込みの問題であります

けども、これから詳細設計を受けて、いろ

いろ議論をされていくだろうと思います。

どこでも今のこの物価高騰の影響という

のは一緒なわけで、頭が痛いところだと思

いますけども、答弁にあったようないろん

な技術改善も含めて、また、いろんな工夫

も含めて、この物価高騰の上げ幅を少なめ

にしていくという点では、頑張っていただ

きたいと言うしかないわけです。よろしく

お願いしたいと思っています。 

 ただ、当初からどんどん増えていますの

で。その点受け止めていただいて、そうい

う角度から議論をお願いしておきたいと

思います。 

 これから、その詳細設計だとか、その会

議体の中で、今の到達を踏まえて、今後の
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工事日程を決めていくだろうと思うんで

すけども、今の時点では、仮の駅舎とか、

仮線の工事がいつなのかというのは、なか

なか言えないかと思います。今、令和７年

度に入ろうとしているので、完成まであと

９年です。 

 そういうことで見た場合に、大体どのく

らいから、いわゆる仮線の工事や仮駅舎の

工事に入っていくことについては、答弁で

きるだろうと思いますので、そういう角度

から答弁をいただきたいと思います。 

 この地域でありますけども、用地買収が

進んだところで、計画区に入る区域につい

て、順次、フェンスの設置だとか、整備工

事が始まっておりますが、今時点で、この

用地買収が進んだところで、境界もはっき

りしているところであれば、その話合いの

中で、いわゆる必要な工事、整備工事をや

るということになっているのか、その辺の

用地買収が進んでいるところの対応につ

いて、少し教えていただきたいと思います。 

 次、千里丘駅西口に入ります。 

 都市計画課の人員体制について、正規職

員、会計年度任用職員も含めて、２回目最

初に答弁いただければと思います。 

 千里丘駅西口の工事費については、予想

では、昨年変更したので、何とかいけるだ

ろうという話であります。そうなってほし

いわけでありますけども、当初、都市計画

決定のときには、市の負担が３２億円であ

りましたが、今、５３億円ということで、

２１億円増えているわけであります。何と

か、今後、増える分は、話し合っていただ

いて、負担を少なくしていく努力は、ぜひ

お願いしておきたいと思います。 

 いわゆる財政との絡みの話の中では、な

かなか言えない部分もあろうかと思いま

すけども、今の状況では、そういう財政面

での大きな費用を要する公共事業をやっ

た場合の見返り分について、やっぱり職員

としても、関心を持っていただいて、そう

いう切り口から、ぜひ、いろんな意見を出

して、計画の推進に当たって、いろいろ工

夫していただければと思っています。 

 南千里丘の開発については、単純に計算

しますと、パークシティの竣工が２０１１

年ですので、新築で購入された方について

は、２０２１年から、住宅ローン減税がな

くなっています。当然、住宅ローン減税に

ついては、所得税で控除しきれない分は、

市民税から控除すると。所得税で控除でき

れば、市民税には影響がないわけでありま

す。そういう制度の中で、新築で購入され

た方の住民税については、２０２１年から

満額、入っているだろうと思います。また、

固定資産税についても、２０１１年１月が

完成ですから２０１７年からは満額入っ

ているだろうと思います。 

 単純に、タワーマンションも５年過ぎて

おりますので、固定資産税だけ見れば、１

戸当たり平均７万円としますと、１０５６

戸、約７，０００数百万円入ってきている

ということになります。そういうことも仕

事の中では、頭に入れていただいて、いろ

いろ頑張っていただきたいということを

申し上げておきます。 

 令和７年度の工事の方向性は、一応分か

りました。 

 土地開発基金から利用されている１０

億円を超える金額については、令和９年６

月のこのスケルトンが完成した時点で、一

応返ってくるということで理解してよろ

しいんでしょうか。答弁ください。 

 テナントについては、全部決まって、い

ろんな内壁の改修をして、店も構えた状態

で、令和９年６月末ではなくて、このスケ
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ルトン方式の完成ということで、改めて、

令和９年６月末の完成時点の建物状況に

ついて、テナントとか、マンションもそう

ですけども、そういう状況について、もう

少し分かりやすく説明いただければと思

っています。 

 価格との関係であります。 

 民間なので、価格については、自由に設

定できるということだと思っています。こ

のままでいきますと、３６階の同じ１２６

平米は、多分３億円を超えていくだろうと

思って、ちょっとびっくりしております。

人口８万７，０００人の小規模自治体で、

この３０階を超える二つのマンションが

できることになるわけです。 

 それが、そのまちづくりにとってどうな

のかという問題も、当然、ありますけども、

市民のいろんな意見もあります。完成の前

後で、いわゆる中期財政見通しでは、昔で

言えば、財政再生団体に転落する見込みを

今、持っているわけです。財政健全化プラ

ンをつくっていこうってことで、取り組ん

でいくことになり、そういうまちづくりが

動いていく。しかし、財政状況は、どうな

のか、市民の方々は見ていますので、ぜひ

そういうことも受け止めて、物事を進めて

いただきたいと思います。 

 歩道の修理改善については、２街区前に

ついては、間もなく修理ができるだろうと

いう話であります。その他の部分について

も、先日もお電話があったので、目配りし

ていただいて、ガードマンも含めて、対応

をしながら、早めに改善をしていただけれ

ばと思います。 

 周辺商店との関係であります。 

 いろいろ時代が違いますので、この千里

丘駅東口が３２年前に完成して、そのとき

もいろんな影響ができまして、フォルテの

場合は、１階が大体店舗、地元の１４の店

主が表から入っていく。中に入ってから、

各店舗に行くんじゃなくて、そういう形式

で出発をした関係もあります。いろんな周

辺商店の関係で、当時摩擦も発生いたしま

したし、いろんな経験も経てきております。

今回は千里丘駅西口も約７，０００平米か

ら８，０００平米のテナント面積に店舗が

入っていくということで、買い回り品、最

寄り品の関係で、ぜひ摩擦が生じないよう

に、調整を図っていただきたいと申し上げ

ておきます。 

 千里丘駅東口側の関係で、少し申し上げ

ておきますと、東口側が平成５年９月に完

成いたしました。前年の３月に女優の叶和

貴子さんを招いて、オープン式を行いまし

た。 

 千里丘駅東口側については、当時、時代

の背景もありまして、従前の権利者も頑張

っていただいて、行政も応えて、駅前等再

開発特別委員会は、毎回傍聴もたくさん来

ていただいて、山本善信元議員と一緒に委

員長、副委員長をし、お互い質問させてい

ただきながら、頑張った記憶があります。

８６名の権利者がおられて、４６名が残り

ました。そのうちに、マンション入居につ

いては２３名、商業店舗については２５名

の方が、自前で店舗を構えるという権利変

換が行われて、８３名の方が計画案を閲覧

し、２９名の方が意見書を提出しました。 

 途中で８名意見書を取下げしたり、東再

開審査会で、２０名の意見書が不採択しま

したが、１件は修正されて、１件は裁判が

行われ、承認会とか含めて、いろんな市施

行でありましたので、地元商人会、権利者

との協議の中で、代替地を３７区画用意し

て取り組んだという経験あります。 

 あれから約３０年たちまして、千里丘駅
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西口をどうするかということになってい

るわけであります。権利者の関係で言えば、

今回は、住居部分に８名が１１部屋を権利

変換で一応確保しています。 

 そういう点では、３０年前の半分であり

ます。戸数は大変多いわけであります。 

 テナントに対して、今回は２０名の方が

床を確保して、特定建設特定事業者に預け

て、店舗で一応いろいろ活用していくとい

うことになります。 

 そういう３０年前の千里丘駅東口側の

開発と比較していただいて、リニューアル

も当然東口もしていただきますけども、せ

っかく多額の予算を積み込みますので、両

方が大きく展開できるように、取組を進め

ていただきたいということは、申し上げて、

２回目終わります。 

○松本暁彦委員長 野口委員、公共施設の

確保の件は、よろしいですか。 

○野口博委員 はい、いいです。 

○松本暁彦委員長 それでは、２回目の答

弁を求めます。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 それでは、令

和７年度に入り、あと９年ということで、

駅工事着手の時期というお問いであった

かと思いますけれども、答弁させていただ

きます。 

 委員が御指摘のとおり、残り９年という

ところで、時間が迫っているというところ

は、我々も認識しておるところでございま

す。工事の着手の時期につきましては、や

はり事業主体である大阪府であったり、関

係者である阪急であったりがおられます。

参事からも答弁がありましたけれども、今

後、調整した会議の中で定めていくという

ところになるかと思いますので、私から、

具体的なところはまだなかなか申し上げ

にくいところはあるんですけれども、一つ

言えるのは、行政経営戦略の中では、令和

７年度以降という書き方になっていたと

いうところはございます。 

 各関係者間の取組の状況だとか、その辺

のところを踏まえて、今後議論していく形

になろうかと思います。そういったことが

出てきましたら、また皆様に報告できるよ

うになればと思っております。 

 ただ、工事の着手時期が決まりましても、

その前に、振動の調査、騒音の調査、沿道

の家屋の調査だとかも事業主体であった

り、阪急であったり、入ってこられる形に

なるかと思います。 

 また、地元説明会なども開催されると思

いますので、そういった時間を考えますと、

もう少しお時間をいただくことになるか

という認識でございます。 

 続きまして、用地を取得したところの取

得部分をどういう感じにしているかとい

うお問いです。用地を取得させていただき

ましたら、第三者の方が入って、事故等が

あっても困りますので、工事用フェンスで

まずは囲わせていただいて、その中の用地

で、例えば除草であったり、表面的なとこ

ろの維持管理であったりは、我々が修繕料

の中で、用地管理修繕と呼んで、維持管理

をさせていただいております。 

 鉄道工事着手が決まりましたら、いずれ

阪急で万能塀などを設置されて、第三者が

入らないように措置されるかと思います

ので、しかるべきタイミングで、引き渡し

ていくようになるかと思っております。 

 それまでの間は、我々で、維持管理して

いくことになると認識しております。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅
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西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 まず１点目の現在の都市計画課の職員

の配置でございます。 

 係が２係ございまして、再開発を担当す

る係につきましては、職員７名、会計年度

任用職員が２名の合わせて９名、もう一つ

の計画係で３名と課長の私と係長を兼務

してますけど課長代理と副参事の合計１

５名の体制で、進めてございます。 

 あと、財政状況につきまして、しっかり

意識しながら、今後も、事業に取り組んで

まいりたいと思っています。 

 次に、建物の引渡しの関係なんですけれ

ども、２街区につきましては、この４月末

完成、１街区につきましては、令和９年６

月末の完成です。 

 その際、商業施設はスケルトンでの完成

というところで、もう外側はできているん

ですけれども、中は、基本的にイメージは

こういう梁とかがむき出しというか、そう

いった状況での事業の工事の完成という

ところです。そこから、こういったレース

ですとか、トイレとか、あと床とか、そう

いう内装工事というのは、入られるテナン

トで、施工とかをされますので、その期間

が数か月かかるだろうというところでご

ざいます。 

 ですから、完成が４月末とか、令和９年

６月末なんですけれども、実際の店舗のオ

ープンというのは、それから内装工事に入

られて、数か月後にオープンされるという

ようなイメージでございます。 

 歩道の改善につきましても、しっかり今

後も工事に取りかかりますので、周辺状況

を見ながら、一般市民の安全に努めて、工

事を進めてまいりたいと考えてございま

す。 

 あとは、周辺商店とも、しっかり摩擦が

生じないように取り組んでまいりたいと

思います。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 では、野口委員の質問

が終わりました。 

 引き続いて、塚本委員。 

○塚本崇委員 それでは、続きまして、質

問に入らせていただきたいと思います。 

 野口委員とは切り口を変えまして、先ほ

どの答弁を受けましての質問になります

ので、よろしくお願いいたします。 

 １点目です。付替道路の件です。 

 ４，５００万円の中身というのは、庄屋

公園の部分であったりとかというところ

で、先ほどの１回目の答弁であったかと思

います。 

 聞きたいのは、令和６年度予算では３億

６，８００万円、付替道路を予定していた

んです。今回補正で、マイナス２億円とい

うところで、補正が上がっているんですが、

このところの理由というか、何が減額され

て、どうなったのかというところを答弁い

ただきたいと思います。 

 ２点目です。土地購入、物件移転費です。 

 執行後、現在９割ということですけども、

執行後の目標について、どの程度見込んで

おられるのかというところをお聞きしま

す。 

 ３点目です。連続立体交差事業調査委託

料です。 

 これが、補正で１，４７０万円の減額に

なっています。令和７年度予算としては、

９，０４９万９，０００円と上げられてい

るわけなんですけども、この減額と、今回

のこの予算額の予定についてお教えくだ

さい。 

 ４点目です。こっから、千里丘駅西地区
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に入ります。 

 予算書の５３ページの土地売払収入、都

市計画分というのが、５，６４２万３，０

００円あります。これ２街区の分とお聞き

してますけども、この１行だけで見ると、

あまりにも安価過ぎると思いますので、そ

の内訳について教えてください。 

 ５点目です。予算概要から、２３２ペー

ジ継続費として１４億８００万円上がっ

ているんですけども、うち令和６年度の執

行分が５億２，０１７万８，０００円とな

っています。この執行予定について教えて

ください。 

 次、６点目、特定事業者補助の部分です。 

 先ほどの答弁ですと、特定事業者補助と

いうのが、総額で１０億円上がっているん

ですというような趣旨の答弁をいただい

たと思うんです。令和６年度は１４億７，

５００万円の予算を上げていて、今回の補

正で５億９，５５４万円の減額になってい

ます。令和７年度の予算が８億８，３００

万円で上がっているんですけども、この関

係について、分かる範囲で教えてください。 

 ７点目です。１００ページの電線共同溝

です。 

 １億４００万円上がっていますけども、

これ１２月補正で、たしか一旦減額した分

があると思うんです。それとの関連を含め

て、答弁いただきたいと思います。 

 ８点目です。先ほどの野口委員への答弁

を踏まえて、令和９年６月末のまちびらき

のときは、もうスケルトンの状態だという

ところなんです。あとはテナントが用意す

るというところでやっているんですけど

も、周辺の駐車場があまりにもなくて、現

在でも結構東のほうの駐車場に止めて、そ

こから徒歩で現場に向かっておられる方

がかなり多くおられるんです。 

 そういった状況の中で、テナントが内装

とか、物の搬入をされるときに、そこって、

現在どのような計画で安全確保をつくっ

ていくのかについてお教えください。 

 最後です、９点目。保留床の一部エリア

マネジメント用として譲渡していただい

たという答弁があったかと思います。 

 そこの使途です。フォルテ３０１みたい

にするのか、あれも昔は、市役所の分室で

した。そこが、今はいろんな、例えば、期

日前投票にも使われたりしているんです

けども、どういう使途を想定されているの

かということをお教えください。 

 以上、９点です。 

○松本暁彦委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 松本参事。 

○松本連続立体交差推進課参事 それで

は、私から２点答弁申し上げます。 

 まず１点目、工事請負費の減額補正の理

由についてです。 

 本事業は、国からいただきます補助金充

当事業となってございまして、大阪府が国

に予算要求するものです。 

 予算要求後、国費の内示というものが発

表されまして、今回、その内示割れに伴い

まして、大阪府から摂津市へ渡されます受

託金が減額になってございます。それに伴

いまして、工事の発注時期の調整が生じて

ございまして、庄屋公園、支障物移転工事

を２か年での工事に変更したり、より安全

で円滑な現場運営を行うため、事業者間で

の調整が可能である支障移転工事や電線

共同溝、駐輪場移設の時期を次年度に延期

したという理由でございます。 

 もう１点、連続立体交差事業調査委託料

の減額補正理由になります。 

 こちらにつきましては、付替道路沿道に
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ございます擁壁の設計につきまして、もと

もと市で行うという方向で、関係者間調整

をしてございましたが、阪急電鉄と近接施

工が発生するという兼ね合いから、阪急電

鉄で行っていただいたほうが合理的だと

判断をし、変更減になったというところで

ございます。 

 こちらの委託料の令和７年度の予定で

ございますけれども、本事業に関わります

工事に関係します設計業務、細かく言いま

すと、丑川水路の検討であったり、積算支

援関係や、家屋調査業務であったり、用地

取得に必要な用地測量業務と不動産登記

事務、文化財調査など、それらの委託料を

総じて計上してるものでございます。 

 以上になります。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 引き続きま

して、物件移転補償等における予算におい

て、令和７年度での執行後の目標というお

問いであったかと思います。先ほど野口委

員の答弁でも申し上げさせていただきま

したけれども、現在、本市で取り組んでお

ります用地取得につきましては、権利者の

皆様の多大なる御理解と御協力によりま

して、令和６年度当初、面積ベースでおよ

そ６割であった取得状況から、現時点にお

きまして、約９割まで取得することができ

ている状況でございます。 

 令和７年度では計上させていただいて

おります用地取得に必要な予算をもって、

残る１割の用地を取得できるよう、全力で

取り組んでまいりたいと考えております。 

 しかしながら、用地交渉は何分相手方が

おられることでございますので、相手方の

事情や、今後の関係性のことも考えますと、

こちらの事情だけで交渉を急ぎ進めるの

ではなく、時間の許す限り、できるだけ権

利者の方々に寄り添いながら、用地交渉を

進めていく必要があるかと思っておりま

すので、そういった形で、努めてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 それでは、藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 ６点あったと思います。 

 まず１点目の土地の売払収入について

でございます。 

 こちらは、価格が約５，０００万円とい

うところで、安すぎないかというところで

す。特定建築者とは敷地の譲渡契約という

のを締結しております。 

 その中で、譲渡代金自体は、あそこの土

地でございますので、２億５００万円程度、

そこに権利床の整備費、これは施工者負担

になりますので、こちらが１億５，０００

万円程度入っていまして、その差引きとい

うところで、最初の土地の売払収入として

５，６００万円何某が、歳入として計上さ

せていただいているところでございます。 

 ２点目の令和７年度の公共施設工事の

内容につきましてですけれども、主な内容

としては、先ほどと繰り返しになりますけ

れども、駅舎と再開発ビルをつなぐ自由通

路の下部工の工事となってございます。 

 次年度に入りましたら、まずは、橋脚の

基礎工事のための鋼矢板の打設です。そち

らに着手してまいりたいと考えてござい

ます。 

 ３点目の特定建築者への補助金の関係

でございます。 

 令和６年度については減額していて、令

和７年度にまた計上しているというとこ

ろでございます。 
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 こちらは、毎年度、その年に行う特定建

築者の工事の補助の充当できる部分につ

いて、計上しているところでございますが、

令和６年度につきましては、もともと解体

工事の遅れがございまして、着手時期とい

うのを４月を見込んでいたのが、８月の着

手になったというところとか、特定建築者

が入札しての落札差金、その辺りで減額を

してございます。 

 令和７年度につきましては、今の工事の

見込みで計上させていただいています。 

 あと４点目の電線共同溝の減額と、今回

上げている予算の関係でございます。 

 こちらは、今回の定例会において約４，

０００万円以上ですけれども、減額をさせ

ていただいております。 

 こちらの主な減額の内容としましては、

自由通路の橋脚部に干渉するところとい

うのが、自由通路の橋脚整備と調整しなが

らじゃないとできないんで、令和７年度に

予算計上させていただくというところで、

減額させていただいています。 

 ただ、この減額要素以外に、実は、昼間

の工事でもともと考えていたのが、夜間の

工事になったり、逆に増額になっている部

分がございます。それを相殺して、約４，

０００万円というところでございますの

で、実際、できなかった部分というのが４，

０００万円というわけではございません。 

 できなかった部分を、今の単価に置き換

えまして、夜間工事で、今、予算は１億８

００万円で計上させていただいています。

予算には乖離がありますけれども、そうい

った理由で、ずれが生じてございます。 

 ５点目の駐車場につきましては、将来的

にできましたら、商業の関係の大きさから

必要な駐車台数というところで確保する

んですけれども、おっしゃられるように、

工事中の車両というところで、特に駅前で

ございますんで、なかなか確保は難しいと

思います。 

 これは、引き続き、特定建築者とか、工

事業者と協議しながら、周辺に御迷惑をか

けないように、どこで車を確保できるかと

か、作業員の車とか、侵入車両とかという

のは、引き続き、注視しながら進めてまい

りたいと思います。 

 最後のエリアマネジメントの保留床の

使途でございます。 

 基本的には、今はエリアマネジメントの

活動に資するために使うというところで、

エリアマネジメントで、定例会議を行うと

か、そういったところで、今のところ、使

途は考えてございます。ただ、将来的には、

エリアマネジメントがどういう動きをさ

れるかなんですけど、ほかも連携されたら、

一緒にそこの活動をやるとかというのは、

考えられることだと思います。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 それでは、塚本委員。 

○塚本崇委員 ありがとうございます。 

 １回目の答弁をいただいた上で、２回目

に入らせていただきますが、付替道路の件

です。 

 庄屋１号線は、あの狭い道路が本当にき

れいになって、よかったと思うところです。

その部分に、附随するかどうかですが、今

の仮設駅前広場になってから、ベンチとか

雨よけがなくなってしまったもんですか

ら、住民の方から困っているという、一部

要望をいただいてるんです。 

 補正で２億円減額の理由も教えていた

だいたんですけども、個人的な意見になり

ますけども、やはり摂津市駅、摂津市とい

う名前を冠した駅前であるにもかかわら

ず、活気がないというところが、僕はすご
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く気になっています。まちづくりの観点か

らしても、そのいこいの場的な雨よけであ

ったりとか、ベンチというものは、配慮が

必要なんじゃないかと思っていますので、

一度検討いただければ、助かります。これ

は、以上とさせていただきます。 

 ２点目です。執行後の目標についても、

可能な限り１００に近づけるというとこ

ろで、鋭意努力していただくしかないので、

仕事は段取り９割、そっからが仕事と言わ

れますから、よろしくお願いします。 

 そして、３点目、連続立体交差事業調査

委託料のところです。 

 文化財調査というところで、答弁にキー

ワードあったんですが、そこの部分に関し

て、あの辺も包蔵地があると聞いています。

その辺に関しては、十分に注意していただ

いて、当時の資料はしっかり残していただ

くような形でやっていただければと思い

ます。要望とします。 

 ４点目です。土地売払収入については、

この１行ではやっぱり見えない部分があ

るんで、そういったところはしっかり丁寧

に説明されたほうがいいんじゃないかと

思います。今の説明をいただいて、理解い

たしましたので、ありがとうございました。 

 以上とさせていただきます。 

 ５点目です。継続費のうちの部分につい

ても、一部橋脚の打設等々が入ってくると

いうところです。代表質問でもさせていた

だきましたけども、安全配慮とか含めた上

で、やっていただければと思いますんで、

適切な執行をお願いします。 

 以上です。 

 ６点目です。特定事業者の補助ですけど

も、ある程度、今回減額になったけども、

令和７年度も、８億８，３００万円という

ことです。これは、基本的に補助というこ

とで、行っただけのお金と聞いています。

先ほど、完成後に事業者からの収入がある

と聞いてますんで、それもある程度、行っ

てからの部分もあるのかと思いますんで、

そこの部分をまたチェックしていきたい

と思います。これも以上とさせていただき

ます。 

 ７点目です。電線共同溝の部分です。補

正で減額した部分との関連、説明いただき

ましたので、これも理解いたしました。あ

りがとうございます。 

 以上です。 

 ８点目です。まちびらきまでの内装とか、

搬入の安全確保というところです。そこは、

ある一定の商業施設の駐車場もできてい

るはずです。そういったところも含めて、

事故のないようにだけ、特に人通りの多い

ところですので、ただ人の動きの誘導は１

街区の北側を誘導すると聞いています。 

 ただ、あの辺は、車を止めてしまったら

どうしようもないぐらい、結構難しい道で

すんで、そこだけ気をつけていただきたい

と思って、要望とさせていただきます。 

 ９点目のエリアマネジメントです。これ

も、どうするかというのは、エリアマネジ

メント組織によるというところで、常時使

われるわけではないのかというところで

す。民間の団体で、千里丘まちづくり協議

会とかやらせていただいているので、そう

いったところでも使わせてもらえたら非

常にありがたいと思いながら、これも、一

部市民に開放していただくということを

要望して、終わりたいと思います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 塚本委員の質問が終

わりました。 

 それでは、西谷委員。 

○西谷知美委員 私からは、阪急京都線連
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続立体交差事業３点と千里丘駅西地区再

開発事業に関して、５点プラス要望です。 

 まず、予算概要９８ページの連続立体交

差事業調査委託料９，０４９万円で、塚本

委員から、質問もあったんですけれども、

もう一回詳しく聞かせていただければと

思います。 

 そして、同じページのアドバイザー委託

料５００万円ということで、どういうアド

バイスを受ける委託料なのかという中身

について、お伺いしたいと思います。 

 付替道路等工事の内容については、様々

説明があったかと思います。庄屋公園に関

する詳しい内容について、かなり公園の中

身がいじられるということで、この辺りに

ついて、詳しくお聞かせいただければと思

います。 

 次に、当初予算書１ページ、千里丘駅西

地区再開発事業に関してです。 

 ２街区の整備については、野口委員がし

っかり聞かれていたんですけれども、歩道

の整備、今、産業道路沿いにいくと、皆さ

ん歩かれる方が多いので、もし分かるよう

でしたら、いつ頃終わるか、めどをお聞か

せいただければと思います。 

 次に、予算概要１００ページの市街地再

開発審査会委員報酬６万３，０００円とい

うことで、今後、審査会の審議される内容

というのはどういうものかということに

ついて、お聞かせいただければと思います。 

 次、再開発関連工事５億２，８１７万８，

０００円、関連工事とあるんですけども、

具体的な中身についてお聞かせください。 

 次に、移転補償費４，６７４万９，００

０円、こちらの内容について、どのエリア

の物件に対する移転補償費なのかという

ところをお聞かせください。 

 次に、補正予算書５３ページ、都市計画

費のところに関してなんですけれども、特

定建築者補助金が減額になっていますが、

大きく下がっているのはなぜかというこ

とについて、お聞かせください。 

 そして、次は、要望で、野口委員からも

周辺商店街の話もあったんですけれども、

もともとＪＲの高架道路になる前は、駅か

ら直接、千里丘ことぶき商店街に行く信号

があったことは、御存じの方がいらっしゃ

いますか。そこがあったから、商店街に流

れてくる、飲食される方も多かったんです。

ちょうど私が引っ越してくる前まで信号

があったんですけども、引っ越して１年、

２年したときに高架が完成して、信号がな

くなって、人の流れがなくなって、見る間

に店が潰れていったというところがあり

ます。できるかどうか分からないんですけ

れども、入り口のところに、植え込みがあ

って、大阪府の土地ということは、前から

言っているんですけれども、そこの入り口

に関して、例えば、今、駐輪するスペース

がないんで、駐輪場兼卒煙ブースにしてい

ただきたい。本当にタバコのポイ捨てが多

いエリアですので、出向されている松本参

事は、分野外かもしれないんですけれども、

この大阪府の用地をどうやったら、ことぶ

き商店街に貸してくれるかというあたり

を、考えていただいて、卒煙ブースと駐輪

場みたいにして、ことぶき商店街には、こ

ういうところがあるみたいな看板を付け

たりするようなことができないのかとい

うことに対して、検討いただければと思い

ます。 

 以上、要望です。よろしくお願いします。 

○松本暁彦委員長 それでは、１回目の質

問が終わりました。 

 答弁を求めます。 

 松本参事。 
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○松本連続立体交差推進課参事 それで

は、私から、令和７年度予算連続立体交差

事業調査委託料の内容について、答弁申し

上げます。 

 連続立体交差事業調査委託料は、本事業

で、本市が担います用地取得及び準備工事

の役割を進める上で、必要となる業務委託

を総じて予算確保しているもので、その主

な内容は、大きく分けて四つございます。 

 一つ目が、家屋に隣接します場所で工事

を行う際、隣接する家屋の工事前後の現状

を把握・保存し、万一、家屋に変状が見ら

れた場合、変状の原因が工事に起因するも

のか、確認するために行います家屋調査業

務。 

 二つ目が、付替道路整備工事の事前に埋

蔵文化財の調査を行います文化財調査業

務。 

 三つ目が、土地所有者から事業の用に供

する土地の提供を受ける際に、土地の測

量・分筆など、用地取得に必要な用地測量

業務。 

 最後、四つ目に、工事の設計や積算に関

します設計業務などがございます。 

 以上になります。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 引き続きま

して、私からは、２点答弁させていただき

ます。 

 アドバイザー委託料の委託内容につい

てのお問いでございます。本事業では、鉄

道工事の早期着手に向け、事業に必要な用

地を早期に取得することが重要でござい

ますが、取得が必要な土地や、その上にあ

る建物や工作物などは、個人の財産であり、

これらの取得や移転は、相手方の日常生活

に大きな影響を及ぼすものでありますこ

とから、交渉が困難となるケースや、長期

化するケースも多くございます。 

 用地交渉や補償交渉におきましては、多

様化する土地や相続に関する問題だけで

なく、権利者ごとに、それぞれ個別具体的

に様々な事情を持った方がおられます。こ

ういった権利者に対して、適切に対応する

とともに、新たな税制等の法整備や法改正、

これに伴う制度改正などにも迅速かつ適

正に対応する必要がございますことから、

課題の対応方法について、弁護士、司法書

士、税理士などといった各分野の専門家よ

り助言を得ることで、職員に不足する知見

や専門的知識を補うことを目的に、これら

士業とそれぞれアドバイザーの契約を結

んでおるものでございます。 

 続きまして、付替道路工事のうち、庄屋

公園の内容というお問いであったかと思

いますけれども、答弁させていただきます。

庄屋公園におけます支障移転工事は、阪急

京都線連続立体交差事業におきまして、鉄

道事業者が、仮線工事や鉄道本体工事の際

に必要となる施工ヤード及び工事用車両

の進入路を確保するため、支障となる公園

内の植栽の撤去や伐採及び遊具や公園管

理棟などを移転するとともに、周辺地盤の

造成などを行うものでございます。 

 令和６年度１月に１期目の工事となり

ます植栽の撤去や伐採、遊具の移設、地盤

の造成工事に係るものを、既に発注してお

りまして、２月に地元説明会を開催させて

いただいております。 

 そして、３月中旬以降、現場工事に着手

し、７月末頃の完成を現在予定しておりま

す。 

 この１期目の工事が終わりましたら、引

き続き、２期工事として、現在の公園管理

棟の移設と、その周辺の樹木の撤去及び整

備等を進める予定としてございます。 
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 関係機関との協議調整にもよりますが、

令和７年度末の完成を目指しているとこ

ろでございます。 

 公園利用者の方々には、公園が一部使え

なくなったりするところもございますの

で、御迷惑をおかけしますけれども、何と

ぞ御理解いただきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関する質問に答弁申

し上げます。 

 ５点のお問いであったと思います。 

 １点目の産業道路沿いの歩道の整備に

つきまして、現在進めている公共施設工事

において、最終的には完成すると見込んで

ございます。 

 それが一応今、令和８年度末の予定でご

ざいます。ただし、現在も、例えば、千里

丘の交差点付近ですとか、先ほど答弁させ

ていただいたように、２街区の前というの

は、４月の完成に合わせて整備されますの

で、一定の横断勾配は、ある程度平らにな

るのかと考えてございます。 

 ただ、今の特定建築者の工事の進入路の

部分、１街区ですが、真ん中の部分の工事

の進入路の部分は、どうしても敷地が低い

もので、そこの勾配というのは、この工事

の進入の関係で、いましばらく御迷惑をか

けることになろうかと思います。 

 ただ、最終的には、一番最初に申したよ

うに、公共施設の工事で状況を見ながら、

整備をさせていただきたいと考えてござ

います。 

 ２点目の市街地再開発審査会につきま

しては、審査会の審議事項としまして、権

利変換計画の決定、または変更等について

審議するものでございまして、令和７年度

は、特定建築者の設計変更に伴う図面の変

更があれば、権利変換計画の変更が必要と

なるために、その際の審査会を見込んで予

算を計上させていただいております。 

 ３点目の関連工事につきましてでござ

います。 

 二つの工事がございまして、一つ目は、

先ほど来説明させていただいています公

共施設工事になりまして、こちらが、５億

２，０１７万８，０００円でございます。 

 それともう一つ、自由通路の接続部の工

事ということで、将来的に橋脚ができて、

ＪＲの駅舎とこの接続する部分の自由通

路の部分の工事を予定しておりまして、こ

ちらが８００万円見込んでおります。 

 トータルしまして、この２件の工事で、

合計５億２，８１７万８，０００円の関連

工事を計上させていただくところでござ

います。 

 ４点目の補償につきましてでございま

す。 

 ２点補償があります。 

 １点目につきましては、区域内の権利者

の方と契約いただいている工事期間中に、

家賃が得られないことに対する補償とい

うことで、家賃減収補償といたしまして、

３，５０４万円計上させていただいており

ます。 

 もう１点は、工事に当たって、支障物の

移転とか発生を見込んでおりまして、１，

１７２万円程度見込んでおります。 

 この二つを合わせまして、移転補償費と

して４，６７４万円何がしを計上させてい

ただいているところでございます。 

 ５点目の補助金が、令和６年度補正で減

額しているというところでございます。 

 先ほどの答弁と重複いたしますけれど
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も、もともとの解体工事の遅れによりまし

て、着手時期が、４月から８月に遅れたこ

とによって、令和６年度分の建築工事の出

来高が減ったことに伴いまして、市からの

補助金も減っているというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 答弁が終わりました。 

 西谷委員。 

○西谷知美委員 それでは、ほぼ要望でご

ざいます。 

 まず、阪急京都線連続立体交差事業の１

点目に関して、詳細な説明ありがとうござ

いました。 

 特に、１点目の工事前後の変化の調査で

すが、とりかいこども園の建て替えの件に

おいて、事前に調査されてたんですけれど

も、調査から外れた住民からも変化があり

ましたというお声があって、トラブルにな

っております。なかなか狭い区域ですし、

ちょっと古い建物なんかもあったりして、

その基礎がしっかりしていなかったから

結局振動がすごいことも想定できるかと

思います。その辺り、事前に配慮いただけ

たらということで、家屋調査については、

若干エリアを広げても、しっかり後々のト

ラブル防止のために、対応いただければと

いうことで、こちら要望としておきます。 

 アドバイザー委託料についてです。 

 スムーズな用地取得のために設定して

いるということで、理解できました。私、

文教上下水道常任委員会も担当している

んですけれども、スクールロイヤーという

ので、１５校に対して年間６０万円という

契約もあったりするんです。２回目としま

しては、この５００万円はこれできっちり

なのか、都度払いなのかといった、ちょっ

と細かいところになるんですけれども、お

聞きできればと思います。 

 ３点目の付替道路の工事に関する庄屋

公園に関するスケジュール等お聞かせい

ただきました。しっかり年度末までに完成

できるようにしていただきたいんですけ

れども、せっかく大きく育った樹木を切っ

ちゃうということです。後々全工事が終わ

った後に、しっかりその同じ規模の木を植

えるというのは難しいと思うんですけれ

ども、担当の水みどり課とも協力し合って、

後々しっかり豊かな木が生い茂っている

昔の庄屋公園に戻るように、配慮いただけ

ればと思います。こちら要望としておきま

す。 

 次に、千里丘駅西地区再開発事業です。 

 まず、歩道の整備については、野口委員

も塚本委員も再三確認され、要望もされて

いるんですけれども、なかなか工事中とい

うことで、全部平にすることは難しいけれ

ども、まず２街区の辺りは、整備いただけ

るということで理解できました。 

 ２回目なんですけれども、関西みらい銀

行が、夏ぐらいに移転ということで、野口

委員の質問で、出てきたと思うんです。と

にかくあの周辺、駅前の道路が狭いという

ことで、かなり危険で、そもそも駅前に車

を止めないでくださいという、警察側から

の要望もあるんですけれども、駅前ですし、

やっぱりミリカ・ヒルズのほうとかからも、

来られているので、どんなに言っても、送

迎とかで止めますね。 

 安全面で、駐車できるスペースを確保す

るというか、配慮するというか、今、本来

はスペースがあるんですけれども、工事で

誰も入れないようになっているんです。一

定配慮できないのかということを２回目

お伺いできればと思います。 

 そして、次、予算概要１００ページの図
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面の変更があった場合に、審査会が発生す

るということで、もしない場合は、発注し

ないということです。理解できました。こ

ちらは、これで終わりとさせていただきま

す。 

 次に、自由通路などの関連工事について、

説明いただきました。理解できましたので、

こちらも結構です。 

 次に、移転補償費ということで、細かく

二つに分かれているという説明ありまし

た。こちらも理解できましたので、結構で

す。 

 次に、減額の理由ということで、大きく

下がっているのは、ちょっとずれたりした

というところで、２回目として、やっぱり

令和９年６月の完了は大丈夫なのかとい

うところで、もう一回お聞きできればと思

います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 それでは、引き続き、

答弁を求めます。 

 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 それでは、ア

ドバイザー委託料におけます支払い方法、

予算の全てを使い切るかというようなお

問いに答弁させていただきます。 

 本事業の弁護士や司法書士などアドバ

イザー契約を結ぶ各士業への支払いにつ

きましては、年度当初に相談業務などに対

する単価契約を結んでおりまして、相談時

間や資料作成に応じた費用を年度末に総

じて支払ってございます。 

 このことから、発生主義となりますので、

全て必ず使うというものではございませ

ん。 

 参考までに、相談から支払いまでの流れ

を説明させていただきますと、相談が必要

な案件が出てきましたら、その内容につい

て、課内で共有、確認しまして、相談内容

を記載した業務依頼書を作成した後、事前

に相談する士業へ提出し、相談しておりま

す。 

 相談後は、相談内容やそれに対する回答

内容、相談時間数などの処理実績が記載さ

れた報告書がその都度提出され、年度末に

当該年度に相談した全ての案件について、

内訳とともに請求書が提出されますので、

その請求に基づいて支払いを行っている

という内容でございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区に関する質問に答弁させていただ

きます。 

 まず１点目は、駅前の車両が多い状況で、

スペースの確保等というところでござい

ます。 

 基本的に、これから、駅舎と、先ほど来

言っています再開発ビルをつなぐ自由通

路の工事に着手する予定でございまして、

橋脚の工事など、駅前の狭いスペースでの

工事となって、停車スペースの確保等は非

常に困難であると考えております。 

 ただし、工事箇所においては、交通誘導

員、ガードマンを配置して、適切に車両と

か、歩行者の誘導、通行に努めて、安全に

工事を進めてまいりたいと考えてござい

ます。 

 ２点目の工事の完了時期でございます。 

 工事の着手時期の遅れによりまして、も

ともとの事業の完成時期、令和９年３月か

ら、令和９年６月に変更させていただいて

おりまして、現在は、令和９年６月の完成

に向け、工事は、順調に進んでございます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 答弁が終わりました。 
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 それでは、引き続いて、西谷委員。 

○西谷知美委員 アドバイザー委託料に

ついて、細かく報告ありがとうございまし

た。しっかり、周辺地域の方の問題になら

ないように、アドバイザーの方を活用して

進めていただければと思います。要望です。 

 次に、千里丘駅西地区です。 

 橋脚のところをこれから整備されると

いうことで、より危険になるんだというこ

とが想像できるんです。その際にガードマ

ンを置いていただけるということで、やっ

ぱり一定人が立つことによって、無断駐車

とかも抑制されると思いますので、しっか

りとしたカードマンを雇っていただけれ

ばと思います。こちらも要望としておきま

す。 

 そして、令和９年６月が大丈夫かという

ことで、お伺いしたんですけれども、アス

ベストの関係もあったというのもお聞き

してますので、しっかり特定建築事業者と

協力し合いながら、これ以上完成時期が遅

れないようにしっかり進めていただけれ

ばと思います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 西谷委員の質問は終

わりました。 

 それでは、水谷委員。 

○水谷毅委員 それでは、各課１点ずつ質

問させていただきたいと思います。 

 まず、千里丘駅西地区再開発事業です。 

単純なことですが、共同溝のことについ

てです。 

 もし一般の電柱工事であれば、費用がど

う変わっていたのかという点と、それから、

関西電力との費用負担、関西電力と市とい

うか、今回の事業の費用負担です。その辺

の割合等、もし分かれば教えていただきた

いと思います。 

 さらに、できたらできたで、メンテナン

スとかがあると思うんですけども、それは

市で見るべきなんかどうか、教えてくださ

い。 

 もう１点、阪急京都線連続立体交差事業

です。 

 いろいろ相手方もあり、工事現場の状況

も変化がある大変な中、進めていただいて

いること、感謝したいと思います。 

 その上で、もし大阪府内で、私どもと同

じように工事をしているところがあれば、

その進捗状況が、本市と比べてどうなのか、

教えていただけたらと思います。 

 どうしても、自分のとこしか見ていない

ので、進捗がどうなのかという、スピード

感をなかなかつかめない点がありますの

で、分かる範囲でお答えいただけたらと思

います。 

 以上です。 

○松本暁彦委員長 それでは、答弁を求め

ます。 

 藤井課長。 

○藤井都市計画課長 それでは、千里丘駅

西地区再開発事業に関しまして、分かる範

囲でお答えさせていただきます。 

 電線共同溝の関係で、やらなかったら一

体幾らお金がかからなかったというとこ

ろです。実際に、電線共同溝の工事という

ところで、今回の第１回定例会で２億４，

０００万円の契約変更をさせていただい

ております。 

 契約変更後の金額と、来年度で予算計上

させていただいている電線共同溝の整備

費が１億円ありますので、その合算した金

額というのが電線共同溝の整備に関わる

費用です。 

 そこには、国の補助金とかが入ってます

ので、全額が市の負担とはなりませんけれ



- 25 - 

 

ども、一定整備をするためには、その金額

が必要となってございます。 

 ただ、電線共同溝をしない場合に、一体

幾らかかったかというところなんですけ

れども、道路管理者権限で移転してもらえ

る場合もあれば、それぞれの電力会社とか

で負担するというところがありますので、

一概に幾らというところは比較できませ

ん。基本的に、答弁としては、電線共同溝

を整備するに当たりまして、かかった費用

というのは、今申しましたとおりの金額で

ございます。 

 また、将来的に管理というところなんで

すけれども、基本は、管路自体は、道路管

理者で管理します。そこに、各占有者が入

線されるという形で管理されます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 西課長。 

○西連続立体交差推進課長 それでは、水

谷委員の質問にお答えさせていただきま

す。 

 私も可能な範囲でお答えさせていただ

こうと思います。 

 大阪府内で、申し上げさせていただきま

すと、同じ阪急沿線で、大阪市が事業主体

となって、淡路駅周辺の高架化事業を進め

ておられます。淡路連立は、全長７．１キ

ロメートルで、除却される踏切は１７か所、

高架化の対象となる駅は４駅ということ

で、８つの路線が関連し、多階層の工事で

ありますことから、かなり難易度の高いも

のと思っております。 

 ホームページの情報となりますが、令和

６年４月現在の状況で、用地取得が面積ベ

ースで９９％、工事が工事費ベースで６

３％と載っておりましたので、これをもっ

て答弁させていただきます。 

 以上でございます。 

○松本暁彦委員長 それでは、引き続いて、

水谷委員。 

○水谷毅委員 丁寧な答弁ありがとうご

ざいます。 

 まず、共同溝ですけども、内容はよく分

かりました。なぜ共同溝にしたのかという

意味合いではないんですけど、新しいまち

づくりですし、建都も共同溝になってまし

たか。 

 まち中が共同溝というのは、なかなかな

い取組だったと思いますので、無事故で進

めていただけたらということを要望しま

す。 

 先ほど来、質問が出ておりますそのワー

クスペースです。工事ヤードの周りに物を

置いたり、車止めたりするワークスペース

がないということが、質問内容に上がって

ました。この千里丘駅西地区の工事に関連

してるのかどうか分からないんですけど、

最近、時間待ちしてるトラックが中環のゼ

ブラゾーンであるとか、また１か月ぐらい

前から南摂津駅のオークワの辺りのとこ

ろにダンプが止まったりとか、物すごくそ

ういう車両が増えているような気がしま

す。あるときには、オークワの前に支援学

校のバスが止まるんですけど、そのバスが

止まれなかったことがあったり、非常に影

響が多くなっておりますので、一度、確認

をお願いし、この件については要望とさせ

ていただきます。 

 あと、連立事業は、淡路方面の工事の詳

しい紹介ありがとうございました。 

 聞くところによると、摂津の連立は、非

常に地権者の理解、また、担当の方の努力

によりまして、思いのほかスムーズに進ん

でいるとお話を聞きまして、本当に市民の

皆さん、また、担当の皆さんに感謝を申し

上げたいと思っています。 



- 26 - 

 

 完成が９年先で、私もそのときにはもう

免許証を返納しているかも分かりません

けども。 

 千里丘駅西地区再開発事業と阪急京都

線連続立体交差事業を同時に抱え、非常に

本市にとっても歴史的な変化のときを

我々が迎えているということを、重く受け

止めて、進んでいきたいと思います。万里

の長城までは行きませんけど、千里の長城

かと思っております。 

 千里丘駅西地区については、安威川以南

の方は、マンションが建つんやなという意

識が多いんですけど、連立事業については、

やっぱり生活に直結していますので、いろ

いろ機会あるごとに、ニュースも作ってい

ただきたいと思いますし、連立のジオラマ

というか、もしできるんであれば、またこ

ういうふうになりますということを、ロビ

ーでも見ていただけるようにしていただ

けたらと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

 以上で、質問を終わります。 

○松本暁彦委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１１時５０分 休憩） 

（午前１１時５２分 再開） 

○松本暁彦委員長 それでは、再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○松本暁彦委員長 討論なしと認め、採決

をいたします。 

 議案第１号所管分について、可決するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○松本暁彦委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定し

ました。 

 続いて、議案第９号所管分について、可

決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○松本暁彦委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定を

しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午前１１時５３分 閉会） 

 

 

 

 

 

 摂津市議会委員会条例第２９条第１項

の規定により、署名する。 

 

 駅前等再開発特別委員長 松本 暁彦 

 

 

 駅前等再開発特別委員  西谷 知美 

 


